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ブックスタートを支援して 

中里 榮子 

  
風邪気味の孫を連れて出かけた医院の待合室は、大勢の患者で混雑していました。 
小さな子が多く、あちこちを歩き回る子や飽きてしまって泣き出す子、床に寝そべる子、それを

叱る母親の声など大変な賑わいでした。 
しかし、その騒音を全く気にせずお母さんの両側にぴったりとはり付いて本を読んでもらって

いる２人の姉弟がいました。賑やかで聞き取れないのかお母さんの口元に耳を近づけながら熱

心にページをめくっています。読み終わるとすぐに小さな本棚に行って交換して来ます。騒がしい

部屋の中でこの親子だけは全く別の世界で楽しんでいる様に見えました。 
私は、熱心に本に見入っている親子を見てブックスタートで出会っている赤ちゃん達を思い出

しました。「ほら、ぞうさんよ。こんにちは。」「ひよこさんですよー。」と、本を開いて話しかけると、

つぶらな瞳を動かして本をながめます。小さな手が本の方へゆっくり近づいてきます。時には可

愛い声を出したり笑ったりと赤ちゃんなりの反応を示して周囲の人達を和ませます。ごきげんな

我が子を見守るお母さんの笑顔もまた最高です。 
ブックスタートの手伝いを始めた当初私はこんな小さな子に絵本を通して「赤ちゃんに心のミ

ルクをたっぷり」上げられるのだろうかと疑問を感じていました。しかし回を重ねる毎にその思い

は薄れていきました。ブックスタートのメッセージを伝え、お母さんに抱っこされた赤ちゃんに本を

開いて話しかけ楽しい時間を共有していくうちに何とも言えない温かさが胸にしみ込んでいくのを

感じる様になりました。母親ならなおさらの事であろうと思います。 
「赤ちゃんにとって抱っこのあたたかさと愛情を感じながら本を開いて話しかけてもらうのは、

とてもうれしい時間です。そしてそれは赤ちゃんの成長にとって大切な時間であると同時に、大

人にとって楽しいひとときでもあります。」 
と言うブックスタートのメッセージの素晴らしさを一人でも多くのお母さんに共感してもらいたい

と思う様にもなりました。 
私はメッセージそのままに成長した様な待合室での親子の姿にブックスタートの将来像を見

た思いがしました。県内で一番初めにブックスタート事業を展開した明野図書館。心を込めて進

めて来た運動も９年目を迎え十分成果を上げてきた結果であろうと思いました。スタート当初から

支援して来た私達更生保護女性会員も更に研修を重ねて協力していきたいと思っています。 
 

（ なかざと ・ えいこ / 更生保護女性会明野支部長 ） 
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●おはなし会 午後３時から 児童室にて 

 

●大きな絵本もご利用ください 

図書館には、高さが４０ｃｍ以上もあるような大きな絵本もあります。これをビッグブック、大型絵

本などと呼んでいます。 
たとえばエリック・カール 作 『はらぺこあおむし』は、ふつうは縦の長さが２２ｃｍで横は３１ｃｍ
ですが大型絵本では縦４２ｃｍ横５８ｃｍにもなります。また手島圭三郎 画・文 『おおはくちょうの
そら』は、ふつうは縦の長さが３１ｃｍの本ですが大型の４４ｃｍも用意しています。その分重さもあ

りますが、迫力満点で、おおぜいの方への読み聞かせにも向いています。 
これらの大きな絵本もほかの絵本と同じようにご利用いただけます。リストもありますので、どう

ぞご活用ください。 

６月１４日（日） 
『おおはくちょうのそら』 
手島 圭三郎 画・文  リブリオ出版 
（ビッグブック） 

『月へミルクをとりにいったねこ』 
アルフレッド・スメードベルイ 作  
垂石 真子絵，菱木 晃子 訳  福音館書店 

６月２１日（日） 

『キャベツくん』 
長 新太 文・絵  文研出版 
 

『つきとうばん』 
藤田 雅矢 作， 梅田 俊作 絵  
教育画劇  
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